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１．はじめに 

近年、注目されるようになってきた GIS
（Geographic Information System : 地理情報シス

テム）。一般の企業ではマーケティング支援や施工管

理等に使われている。身近なものではカーナビゲー

ションシステムといった形で親しまれるようになっ

てきている。 
  本研究では橋梁点検マニュアルをデータ化し、

これから増加していく高齢化橋梁（耐候性鋼板）の

データ管理を容易におこなえ、さらに、ハンドヘル

ド PC を用いて合理的、効率的な維持管理へとつな

がる橋梁点検ソフトウエアを開発、そして、GIS ソ

フトを用いて、橋梁台帳へ適応し総合的に橋梁管理

のできるシステムの開発を目的にしている。 
         
２． 研究フレームおよび手法 

 2.1 橋梁点検マニュアルソフトの作成 

 橋梁点検マニュアルをソフトウエア化するに当た

って、「信州発・あなたにもできる橋の点検」を参考

とし、フローチャートに従い 3 項目のプロセスで構

成されるソフトウエアを作成する。 

手法として Excel を用いマニュアルの点検シート

をデータ化し、点数集計によりで次の項目の実施判

定できるようシステムを構築する。 

またハンドヘルド PC で点検する際、タッチペン

操作 1 つで点検できるよう VBA（Visual Basic for 

Applications）を用い、当てはまる項目のボタンをク

リックすることでデータシートに出力される装置を

作成する。 

 
2.2 GISへの適応 

GIS ソフトでは PSEA を用いるところだが、今回

は誰もが利用可能な「Google Earth」を用い、橋梁台

帳へ適応する。Excel でマクロソフトを作り、そこ

にインターネット上から橋梁の位置情報を取得、そ 

して入力して「Google Earth」上へプロットする。 

そこに橋梁台帳を適応する。 

Google Earth に橋梁の位置が表示できるようなプ 

ログラムを Excel で作成。そこに橋梁の位置座標を

入力することにより、プロットすることを可能にし

た。                          

 

３.研究成果 

3.1 重要度判定フロー 

作成されたソフトを実際に使用する。重要度判定

フローでは、橋梁固有の社会条件（路線による重要

度ランク）・使用条件（橋梁による重要度ランク）・

自然条件（自然条件による重要度ランク）について

各項目の点検シートに当てはまる点数ボタンをクリ

ックする。     

項目毎に自動的に点数が集計され、点検調査の実

施判定が行われる。 

 
       表-2 路線による重要度ランク 

 

3.2 点検調査フロー 

次に点検調査フローに入る。点検調査は、レベル

1 として一般調査、レベル 2 として詳細調査より構
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成される。レベル 1 では点検箇所毎に現象の有無を

クリックするとレベル 2 への実施判定が行われる。

レベル 2 が必要と判断された場合レベル 2 に移行す

る。レベル 2 では点検箇所毎に判定基準となる写真

や図が示され、写真下の該当するボタンを押すこと

で各項目における点数がレベル 2 の調査点検シート

に出力され、自動的に今後の指針（経時調査 or 補修

補強）が決定される。 

 
      表-3 判定基準表（床版） 

 

 

 

      表-4 調査点検シート（レベル 2） 

 

3.3 補修・補強方法の見極め 

最後に補修・補強方法の見極めに入る。橋梁点検

時から補修・補強が必要と思われる箇所の補修・補

強工法の内容が分かるように説明図を付けて紹介す

る。 

あくまで補修・補強工法の内容の確認と概略の予算

の把握を目的としているので、補修・補強工法の決

定は専門調査家を依頼し、詳細な検討を行った後に、

最適な対策工法で施工する事が望まれる。 

 
3.4 GISへの適応 

 橋梁点検プログラムによって点検された橋梁は、

Google Earth、PSEA に適応してプロットする写真５に

例を示す。 
 

 

  

   写真 5 例：村山橋   図６ 橋梁台帳 
 

ここの示した橋梁にさらに、前項の橋梁点検プログ

ラム、図６の橋梁台帳も付け加える。 
 
あと、詳しい内容は発表時に譲る。 
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